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市
民
の
皆
様
と
手
を
携
え
て
新
た
な
歴
史
を
つ
く
り
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　

市
民
の
皆
様
、
お
元
気
で
す
か
。
先
の

選
挙
で
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
市
政

運
営
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
長

と
し
て
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
那
珂
市

の
新
た
な
歴
史
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
で

き
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
は
大
変
光
栄

で
あ
り
、
改
め
て
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ

く
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

  
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少

子
高
齢
化
の
一
層
の
進
行
や
人
口
の
減

少
、
地
方
分
権
の
進
展
、
さ
ら
に
は
地
域

間
競
争
な
ど
大
き
な
変
化
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
情
勢
の
変
動

に
よ
る
急
速
な
円
高
や
デ
フ
レ
に
よ
る
先

行
き
不
透
明
感
か
ら
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
財
政
状
況
や
雇
用
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
地
域
活
力
の
回
復
に
向
け
、
国
に

お
け
る
地
域
主
権
改
革
と
新
成
長
戦
略

（「
元
気
な
日
本
」
復
活
の
シ
ナ
リ
オ
）
の

着
実
な
実
行
に
期
待
を
す
る
も
の
で
す
。

　

当
市
も
、
他
の
地
方
自
治
体
同
様
に
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
り
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
と
と
も
に
、
市
民
満
足
度
の
高
い
行
政

運
営
を
実
現
す
る
た
め
に
抜
本
的
変
革
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
七
つ
の

重
点
政
策
を
は
じ
め
と
し
た
明
確
な
約
束

を
市
民
の
皆
様
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
の
重
点
政
策
は
、
一
つ
に
は
、「
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
と
市
長
の
車
座
会
議
の
定

期
的
な
開
催
」、
二
つ
に
は
、「
企
業
誘
致

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
雇
用
と
税
収
の
確

保
」、
三
つ
に
は
、「
小
学
校
６
年
生
ま
で

の
医
療
費
の
無
料
化
」、
四
つ
に
は
、「
事

業
仕
分
け
の
実
施
に
よ
る
政
策
の
見
直

し
」、
五
つ
に
は
、「
窓
口
業
務
の
日
曜
日

開
庁
」、
六
つ
に
は
、「
デ
マ
ン
ド
交
通（
タ

ク
シ
ー
）
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」、
七
つ
に

は
、「
農
業
・
商
工
業
の
拠
点
と
な
る
「
道

の
駅
」
の
早
期
実
現
」
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
の
政
策
も
、
こ
れ
か
ら
の
那
珂
市
の

地
域
活
性
化
や
市
民
の
皆
様
が
快
適
に
住

み
続
け
る
た
め
に
必
要
な
政
策
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ム
ダ
を
排
し
て
経
費

の
節
減
に
努
め
、
お
預
か
り
し
た
税
金
を

有
効
に
使
っ
て
、
社
会
的
弱
者
に
光
が
届

く
よ
う
に
配
慮
を
し
な
が
ら
、
市
民
に
奉

仕
す
る
行
政
、
市
民
活
動
や
事
業
活
動
を

応
援
す
る
行
政
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
の
市
政
運
営
の
基
本
方
針
は
、「
行

政
は
地
域
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
」で
あ
り

ま
す
。
市
民
の
皆
様
と
手
を
携
え
、
未
来

に
夢
が
持
て
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
と
と
も
に
、
先
人
た
ち
が
営
々
と
し

て
努
力
し
て
き
た
成
果
を
引
き
継
ぎ
、
さ

ら
に
そ
の
上
に
新
た
な
成
果
を
積
み
重
ね

る
た
め
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

支
援
・
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
市
長
就
任
に
当
た
り

ま
し
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

那 珂 市 長  海 　 野 　　 徹  
うみ の とおる
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三
田
寺
さ
ん
は
、
昭
和　

年
４
月
か

４５

ら
現
在
ま
で
、　

年
以
上
に
わ
た
り
民

４０

間
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
、
街
頭
立

哨
に
よ
る
歩
行
者
指
導
、
特
に
通
学
時

間
帯
の
児
童
、
生
徒
へ
の
現
場
指
導
に

よ
り
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
普
及
と

意
識
の
高
揚
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
間
、
昭
和　

年　

月
か

５４

１１

ら
平
成　

年
９
月
ま
で
の
約　

年
間
民

１０

２０

間
交
通
安
全
指
導
員
隊
長
と
し
て
、
後

進
の
指
導
に
あ
た
り
、
地
域
の
交
通
事

故
防
止
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
６
年
７
月
か
ら
平
成　

年
９
月
ま

１５

で
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
、
地
域
の
人

権
思
想
の
普
及
と
意
識
啓
発
に
尽
力

し
、
市
民
の
人
権
意
識
の
向
上
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
、
平
成
４
年
３
月
か
ら

４
期　

年
に
わ
た
り
、
農
業
委
員
会
委

１２

員
と
し
て
市
の
農
業
行
政
に
尽
力
さ

れ
、
地
域
農
業
の
振
興
、
育
成
、
発
展

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
昭
和　

年
４
月
か
ら
５
期　

５９

１４

年
に
わ
た
り
木
崎
５
区
の
区
長
を
、
さ

ら
に
平
成
４
年
４
月
か
ら
平
成
７
年
３

月
ま
で
那
珂
町
区
長
会
長
を
務
め
ら

れ
、
住
民
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成　

年
２
月
か
ら
は

１１

岩
崎
江
堰
土
地
改
良
区
理
事
長
に
就
任

し
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
を
推
進
す

る
な
ど
、
農
業
の
生
産
性
の
向
上
の
た

め
に
現
在
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

茨
城
県
市
長
会
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
２
月　

日
、
茨
城
県
市
町
村
会
館
で
行
わ

１０

れ
、
那
珂
市
か
ら
民
間
自
治
功
労
者
と
し
て
、
三
田
寺
幸
明
さ
ん
（
後
台
）
と
小
林

元
夫
さ
ん
（
門
部
）
の
２
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

●三田寺幸明さん（後台）●小林元夫さん（門部）
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自
治
に
貢
献
さ
れ
た
２
人
の
か
た
が
表
彰

　

１
月　

日
に
行
わ
れ
た
那
珂
市
長

３０

選
挙
で
初
当
選
し
た
海
野
徹
那
珂
市

長
が
２
月　

日
、
市
役
所
に
初
登
庁

１４

し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時　

分
、
小
雪
が
舞
う

３０

中
、
海
野
市
長
は
市
役
所
正
面
玄
関

前
に
到
着
し
、
多
く
の
職
員
が
拍
手

で
出
迎
え
る
中
、
秘
書
課
職
員
か
ら

花
束
を
手
渡
さ
れ
る
と
笑
顔
で
庁
舎

に
入
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
就
任
式
で
海
野

市
長
は
、「
今
回
の
市
長
選
挙
に
お

い
て
、
那
珂
市
が
『
未
来
に
夢
が
も

て
る
ま
ち
』『
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
ま

ち
』
に
な
る
た
め
の
七
つ
の
重
点
施

策
を
は
じ
め
と
し
た
明
確
な
約
束

を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
４
年
間
の
任
期

中
に
、 

議
会
と
も
十
分
に
連
携
を
取

り
協
力
し
て
、
こ
れ
ら
の
政
策
を
実
行

す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
覚
悟
を
し

て
お
り
ま
す
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
職
員
に
対
し
て
、「
持
て
る
能

力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
な
自
由

で
闊
達
な
、
風
通
し
の
よ
い
伸
び
や
か

で
明
る
い
職
場
を
つ
く
り
、
そ
し
て
そ

の
能
力
を
市
民
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
使

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
」
と
訓
示
を
し
ま
し
た
。

海野市長が初登庁・就任式

【市長の横顔】

海　野　　徹（うみの・とおる）
昭和２４年生まれ・６１歳（北酒出）
県立太田一高・専修大学法学部卒業
平成１６年那珂町議会議員初当選
平成２０年那珂市議会議員当選（２期目）
●座右の銘／誠心誠意
●趣味／史跡めぐり
●家族／妻
●ボランティア／防犯クラブ、額田城跡
保存会、被害者支援センター



４

　国では、地方分権を推進するため、平成１９年４月に
地方分権推進法を施行し、都道府県から市町村への権
限移譲を推進する旨の第１次勧告が出されました。
　このような地方分権の推進に伴い、市は茨城県から
の事務の権限移譲について、平成２１年度に「まちづく
り特例市」の指定を受け入れ、平成２１年４月から平成
２３年度にかけて順次事務権限の移譲を受け入れている
ところですが、この４月
から新たに移譲されるこ
ととなる事務についてお
知らせします。

　茨城県では、平成１４年度から独自に「まちづくり
特例市」制度を設けて、一定規模（人口５万人）以
上の市を対象とし、自主的・自立的なまちづくりに
取り組めるよう、土地利用や福祉関係の主要事務に
ついて包括的に権限の移譲を進めています。
　市では、県からの移譲事務の要望を協議して「ま
ちづくり特例市」の指定を受けることを決定し、平
成２１年度から平成２３年度までの３年間で１８法令の事
務を受け入れることとしました。
　これにより、平成２１年度に５法令の事務の受け入
れからスタートし、平成２２年度は３法令を、平成２３
年度には１０法令の事務を新たに始めます。

「 まちづくり特例市」とは

※詳細な事務内容、手続き等については、
　市のホームページ「課所別の事務とお知らせ」をご覧になるか、
　直接各担当課にお問い合わせください。

問い合わせ
総務課総務・法制グループ
�２９８ー１１１１（内線５１４）

●活力ある産業づくり分野

開始時期担当課法令主な事務内容

平成２３年４月商工観光課計量法各種計量器類の立入検査等３事務

平成２３年４月商工観光課火薬類取締法火薬類の消費、譲渡、譲受の許可等３０事務

●住みよいくらしづくり分野

開始時期担当課法令主な事務内容

平成２３年４月こ ど も 課児童福祉法認可外保育施設に対する立入等２事務

平成２３年７月社会福祉課身体障害者福祉法身体障害者手帳の交付等１６事務

●個性豊かなまちづくり分野

開始時期担当課法令主な事務内容

平成２３年４月農業委員会農地法農地転用の許可（２ha 以下）等１２事務

平成２３年４月都市計画課都市再開発法市街地再開発促進区域内の建築許可等１２事務

平成２３年４月都市計画課茨城県風致地区内における建築
行為等の規制に関する条例風致地区内における建築行為の許可等７事務

平成２３年４月建築指導課都市計画法開発行為の許可等２７事務

平成２３年４月都市計画課都市計画法都市計画施設内の建築許可
都市計画事業地内の建築許可

平成２３年４月建築指導課租税特別措置法優良宅地の認定

平成２３年４月都市計画課土地区画整理法区画整理事業個人・組合施行認可等３９事務

�������	
�
�������	
����

事務権限移譲の
推進について���推進について

事務権限移譲の
���推進について
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環境安全課防災・交通グループ　�２９８・１１１１（内線４４２･４４５）問い合わせ

●那珂市役所からお知らせする情報は、次の５項目です。
１　緊急地震速報（気象庁が茨城県北部で震度5弱以上の推定震度を観測したとき）
２　弾道ミサイル情報
３　航空攻撃情報
４　ゲリラ・特殊部隊攻撃情報
５　大規模テロ情報

●防災行政無線の放送内容例（チャイムと警報音は市ホームページで聞くことができます。）

※緊急地震速報は、震源に近い観測点で地震を察知し、最大震度５弱以上と推定した地域に、強い揺れが
くる前にお知らせするものです。なお、震源が近い地域では、速報が放送されないこともありますので、
ご了承ください。

チャイム：ピロンポロン・ピロンポロン
■大地震（おおじしん）です。大地震です。大きな揺れに警戒してください。
こちらは防災なかです。

緊急地震速報
茨城県北部で震度
５弱以上を観測時

１

警報音：ブゥーーー 14秒
■○○○情報○○○攻撃の可能性があります。屋内に待避し、テレビ・ラジオ
をつけてください。こちらは防災なかです。

弾道ミサイル・航空攻撃・
ゲリラ・特殊部隊攻撃・
大規模テロ情報

２

全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）
ジェイアラート

～平成２３年４月１日から運用を開始します～

消

防

庁

人工衛星

気

象

庁

内
閣
官
房

屋内・屋外防災行政無線那珂市役所

ミサイル情報や
航空攻撃情報等

緊急地震速報

防災行政無線を
自動起動し放送

○このシステムは、２４時間自動的に情報をお知らせするものですので、
真夜中でも放送されます。

○このシステムは、国のコンピュータが人の手を介さずに自動的に発信
するため、誤報などの可能性があります。その場合、誤報（キャンセ
ル）の放送が流れます。

○緊急地震速報の場合、震源が近い地域では、速報が放送されない事が
ありますので、ご了承ください。

●注意事項

　全国瞬時警報システム（ジェイアラート）は、武力攻撃情報や緊急地震速報などの
緊急情報について、国が人工衛星を利用し、市の防災行政無線を自動起動して放送す
ることにより、国からの情報をいち早く市民の皆様にお知らせするシステムです。
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平
成　

年
中
に
お
け
る
救
急
出
場
件
数
は
１
８

２２

０
２
件
で
、
前
年
に
比
べ
て　

件
増
加
し
て
い
ま

８５

す
。
こ
れ
を
１
日
当
た
り
で
見
る
と
４
・　

件
９３

（
前
年
４
・　

件
）
で
、
前
年
に
比
べ
０
・　

件
の

７０

２３

増
と
な
り
ま
す
。

　

救
急
事
故
種
別
で
は
、
急
病
が
９
７
０
件
と
最

も
多
く
、
全
体
の　

％
を
占
め
、
次
い
で
交
通
事

５４

故
の
２
９
１
件
（
全
体
の　

％
）、
そ
の
他
の
２
３

１６

５
件
（
全
体
の　

％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１３

　

ま
た
、
搬
送
人
員
に
あ
っ
て
は
、
一
日
平
均

４
・　

人
の
方
が
搬
送
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
搬
送

６７

病
院
に
あ
っ
て
は
、
管
外
の
病
院
へ　

・
４
％
搬

８１

送
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

救
急
救
命
士
の
救
急
出
場
の
搭
乗
率
は　

・
０
％

９９

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問い合わせ
消防本部警防課　�２９５－２１１１　内線５４

月別救急活動状況

計

そ　　の　　他事　　故　　種　　別
月　
　

別

そ
の
他

資
機
材
搬
送

医
師
搬
送

転
院
搬
送

急　
　

病

自
損
行
為

加　
　

害

一
般
負
傷

運
動
競
技

労
働
災
害

交
通
事
故

水　
　

難

自
然
災
害

火　
　

災

１２７１１６７７１１２１２１７１月

１４０２１７８０２１６１１２１２月

１３７２３７２１２１２１１２５３月

１４２１６７４９１１１３２８４月

１４５１８７８５１１４４１２４５月

１４３１２０６８１０１１５２２２３１６月

１８１２１１０２３１１８６２２８７月

１７２１１１４１０４２１８６１２５８月

１４２３１７８３４１３３１１８９月

１５４３１２７７８１２３２１２７１０月

１６２１２４７１１８１８３１２６１１月

１５７１２３８４１７３２９１２月

１，８０２１３１２２１９７０６２８１８７３２１６２９１１計

（件）

（件・人）

一日平均計西消防署東消防署区　分

４．９３１，８０２４７３１，３２９出場件数

４．４８１，６３６４４７１，１８９搬送件数

４．６７１，７０５４６１１，２４４搬送人員

０．４５１６６２６１４０不 搬 送

（人）

現場到着
平均時間計管　外管　内

８分１，２４４１０３１２１３東消防署

８分４６１３５８１０３西消防署

８分１，７０５１，３８９３１６計

救急概要 管内・管外搬送別人員件数および現場到着平均時間

��と��の概況をお知らせします
������

　真に緊急を要するかたのために、救急車の適
正な利用をお願いします。
●定期的な通院等において、タクシー代わりに
救急車を常用することは控えてください。
●救急車以外に搬送手段がなく、緊急に医療機
関等に搬送しなければならない場合は、迷わ
ずすぐに救急車を要請してください。
●心肺停止者の救命効果の向上のため、幼稚園
２か所、保育所６か所、子育て支援センター
にＡＥＤを設置しました。

�������	
���

�������	
���



広報なか３月号７
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平
成　

年
中
に
お
け
る
火
災
件
数
は　

件
で
、

２２

１７

前
年
に
比
べ
る
と
７
件
増
加
し
、
火
災
に
よ
る
死

傷
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

火
災
種
別
で
は
、
建
物
火
災
が
７
件
中
、
住
宅

火
災
（
一
般
住
宅
・
共
同
住
宅
・
併
用
住
宅
）
が

５
件
発
生
し
て
い
ま
す
。「
火
災
な
ん
て
自
分
に

は
関
係
な
い
こ
と
だ
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

で
も
そ
れ
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
、
ど
こ
の

家
庭
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
す
。
万
一
の
と

き
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
あ
れ
ば
い
ち
早
く
火

災
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。「
ま
さ
か
！
」の
住
宅

火
災
で
逃
げ
遅
れ
等
に
よ
る
犠
牲
者
を
な
く
す
た

め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
で
助
か
る
命
が
あ
り

ま
す
。
あ
な
た
や
家
族
の
尊
い
命
を
守
る
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
早
め
に
設
置
し
ま
し
よ
う
。

　

出
火
原
因
別
で
は
、
１
位
が
た
き
火
５
件
、
２

位
が
電
灯
・
電
話
等
の
配
線
４
件
で
す
。
た
き
火

は
一
部
の
場
合
を
除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
２

月
か
ら
４
月
に
か
け
て
、
風
が
吹
き
空
気
が
乾
燥

す
る
時
期
で
、
非
常
に
火
災
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

火
災
に
よ
る
損
害
額
は
、
６
０
２
３
万
円
で
、

前
年
に
比
較
し
て
４
８
５
３
万
円
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
日
頃
か
ら
近
隣

や
地
域
の
人
と
協
力
し
、
火
災
が
起
き
な
い
起
こ

さ
な
い
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
の
家

庭
で
も
、
も
う
一
度
火
の
元
を
見
直
し
、
ち
ょ
っ

と
し
た
気
の
ゆ
る
み
か
ら
の
火
災
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
、
火
災
予
防
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

問い合わせ
消防本部予防課　�２９５－２１１１　内線２７

（件）
平成２０年平成２１年平成２２年区　分

２３１０１７合 計 件 数

出火件数
（件）

９５７建 物 火 災
１１１林 野 火 災
　４０４車 両 火 災
９４５その他火災
６１６全　 焼

焼損棟数
（棟）

０１０半　 焼
１２０部 分 焼
２１１ぼ　 や
９４２８１８１７建 物 床（m2）

焼損面積 １４８３４９１建 物 表（m2）
０．４５．４０．４林 野（ａ）
０００死　 者死傷者数

（人） ０２０負 傷 者
９２６罹 災 世 帯 数（世帯）
２８６１３罹 災 人 員　（人）
４．１１．７３．０出 火 率　（％）

火災概況

※「出火率」は、人口１万人当たりの出火件数の割合

（千円）
平成２０年平成２１年平成２２年区　分
９５，０６７１１，７０３６０，２３１損 害 額 合 計
９２，８５１９，８７３５８，９６１建 物 火 災

０３３０林 野 火 災
２，０６６０１，２００車 両 火 災
１５０１，７９７７０そ の 他 火 災

２６０３２１６５１ 日 当 た り の
損 害 額

４，１３３１，１７０３，５４３１ 件 当 た り の
損 害 額

１．６８０．２１１．０７市民１人当たりの
損 害 額

４．６４０．５７２．８８１世帯当たりの
損 害 額

損害状況

（件）
平成２０年平成２１年平成２２年原因別
１３た ば こ１

　放 火 の 疑 い２
１０３５た き 火３

マッチ・ライター４
３こ ん ろ５

放 火６
７２４電灯・電話等の配線７

電 気 装 置８
風 呂・か ま ど９

１火 遊 び１０
火 入 れ１１

１焼 却 炉１２
２排 気 管１３

配 線 器 具１４
２１ス ト ー ブ１３

配 線 器 具１４
衝 突 の 火 花１５
煙 突 ・ 煙 道１６
か ま ど１７
ス ト ー ブ１８
電 気 機 器１９
灯 火２０
内 燃 機 関２１

１溶接機・切断機２２
取 灰２３
ボ イ ラ ー２４

炉２５
１１そ の 他２６

１１不 明・調 査 中２７
２３１０１７計

出火原因
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地
域
防
災
の
中
核
的
存
在
で
あ
る
消
防
団
で
す
が
、
社
会
経
済
の
進

展
に
よ
り
就
業
構
造
や
就
業
形
態
が
変
化
し
消
防
団
員
の
被
雇
用
者
が

増
え
て
い
る
状
況
か
ら
地
域
防
災
の
低
下
が
心
配
さ
れ
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
消
防
団
員
の
確
保
お
よ
び
活
動
環
境
を

整
備
す
る
た
め
、
事
業
所
等
の
新
た
な
協
力
体
制
を
構
築
し
て
、
地
域

防
災
力
の
さ
ら
な
る
充
実
強
化
等
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
に
「
消
防

団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
を
平
成　

年
３
月
１
日
に
開
始
し
ま
し
た
。

２３

【
制
度
の
概
要
】

○
消
防
団
協
力
事
業
所
と
し
て
認
定
さ
れ

た
事
業
所
に
は
「
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
証
」
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
事
業
所
名
を
公
表
し

ま
す
。

○
事
業
所
は
表
示
証
を
社
屋
等
に
掲
示

し
、
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
広

く
公
表
す
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
社
会

貢
献
企
業
と
し
て
信
頼
性
の
向
上
に
繋

が
り
ま
す
。

【
消
防
団
協
力
事
業
所
の
認
定

  
基
準
（
表
示
証
交
付
基
準
）】

　

消
防
関
係
法
令
に
重
大
な
違
反
が
な
く

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
場
合
に

認
定
さ
れ
ま
す
。

○
従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て
、
相
当
数

入
団
し
て
い
る
事
業
所
等
。

○
従
業
員
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
積
極

的
に
配
慮
し
て
い
る
事
業
所
等
。

○
災
害
時
等
に
事
業
所
の
資
機
材
等
を
消

防
団
に
提
供
す
る
な
ど
協
力
し
て
い
る

事
業
所
等
。

○
そ
の
他
消
防
団
活
動
に
協
力
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
消
防
防
災
体
制
の
充

実
強
化
に
寄
与
し
て
い
る
な
ど
、
市
長

が
特
に
優
良
と
認
め
る
事
業
所
等
。

【
申
請
方
法
】

　

市
消
防
団
協
力
事
業
所
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
載
し
、
以
下
の
書
類
を
添
付
し

た
も
の
を
消
防
本
部
警
防
課
警
防
グ
ル
ー

プ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
会
社
案
内
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
事
業
所

の
業
務
内
容
が
分
か
る
書
類
。

○
消
防
団
へ
の
協
力
内
容
が
具
体
的
に
分

か
る
書
類
。

○
そ
の
他
審
査
に
必
要
な
書
類
。

消
防
本
部
警
防
課
警
防
グ
ル
ー
プ

�
２
９
５
・
２
１
１
１

（
内
線　

）
５６

問い
合わせ



広報なか３月号９

　第７回那珂市教育振興大会が２月１６
日、総合センターらぽーるで開催されま
した。
　スポーツや音楽、芸術などの分野で活
躍したかたがたの功績を讃え、表彰状や
感謝状が手渡されました。
　また、式典後には、株式会社植松電機
専務取締役、株式会社カムイスペース
ワークス代表取締役である植松努氏によ
る「思うは招く ～『どうせ無理』が人生
から消えるとき～」と題した記念講演が
行われました。

＜教育委員会表彰（敬称略、順不同）＞

【児童・生徒】宮内麻衣（一中３年・吹奏楽）【学校】那珂一中（平成２２年度全国学校体育最優秀校・優良校・
功労者表彰　最優秀賞（文部科学大臣賞））
＜教育長表彰（敬称略、順不同）＞

【児童・生徒】●仲澤健（横堀小５年・スキー）●岡部瑠璃香（菅谷小２年・絵画）●田崎宇宙（菅谷東小４
年・絵画）●宮田朝陽（菅谷西小１年・書道）●五台小打楽器三重奏　●五台小金管八重奏　●鈴木颯夏
（五台小２年・作文）●芳野小チーム（スナッグゴルフ）●吉田真菜（芳野小４年・標語）●瀧本柊平（瓜連
小６年・サッカー）●那珂一中吹奏楽部　●南波千里（一中３年・吹奏楽）●那珂一中トランペット三重奏
　●萩谷沙也加（一中３年・バレー）●松本紘希（一中２年・陸上）●住谷健瑠（一中２年・柔道）●佐藤
江梨花（一中２年・新体操）●塩野夏希（一中３年・作文）●�橋佳奈（一中１年・絵画）●那珂一中分教
室野球部　●佐藤レイ子／成田実果（一中３年・卓球）●熊谷理緒（二中３年・水泳）●中庭玲河（二中２
年・書道）●仲田真由（三中３年・書道）●鈴木修平（三中１年・技術）●掛札里奈（四中３年・家庭）●
丹藤凜也（四中３年・絵画）●板垣慧（四中３年・絵画）●根本明日香（四中２年・柔道）●吉田恭子（四
中２年・スキー）●相田智洋（瓜連中２年・卓球）●木崎小４～６年生（読書）●那珂四中１～３年生（読
書）【教職員】　●沼田義博（横堀小教諭）／萩谷修（芳野小教諭）／羽鳥功二郎（二中教諭）（平成２２年度茨
城県教育研究会第４５回教育論文）●沼田寛（芳野小教諭）／田山善堂（二中教諭）（平成２２年度第３４回「教育
に関する研究論文」）●川又恵美（横堀小教諭）／眞�涼子（額田小教諭）／野村仁（一中教諭）（那珂市研
究発表事業研究発表会優秀賞）【学校】●芳野小（平成２２年度茨城県学校関係緑化コンクール学校関係緑化の
部　準特選、第１６回サイエンス・グランプリ　学校賞）●額田小／那珂二中（平成２２年度体力つくり優秀賞）
●菅谷西小（平成２２年度茨城県健康推進学校　優秀賞）●瓜連小（平成２２年度茨城県よい歯の学校　茨城県
教育委員会教育長賞）
＜教育長感謝状（敬称略、順不同）＞

【研究指定校関係】　●額田幼稚園（公開保育研究推進指定園）●菅谷小／菅谷西小（那珂市教育委員会・那
珂市教育研究会研究指定校）【一般】●根本喜代寿　●木野内慶子　●額田誠心館【社会教育関係】●吹野護
／飛田祐子／関美恵子／吉澤勲／新井悟／井澤庄治／坂本君子／會澤國雄／山�薫／三輪政夫／檜山進／二
階堂清三／山�行雄／小河原恵子／市野沢伊司（青少年相談員）●會澤義雄／後藤哲也／加藤雅美（文化財
保護審議会委員）●松本守（中央公民館額田分館長）●後藤勝丸（中央公民館五台分館長）●綿引明典（中
央公民館芳野分館長）●小泉隆義（中央公民館木崎分館長）●寺門征也（中央公民館瓜連分館長）●�野倉
喜夫（中央公民館神崎分館派遣主事）●関武紘（中央公民館額田分館派遣主事）●佐々木薫（中央公民館瓜
連分館派遣主事）●雨川和幸／檜山正義（中央公民館運営審議会委員）●君嶋寿男（中央公民館運営審議会
委員、中央公民館瓜連分館運営審議会委員）●木野内千代子（中央公民館神崎分館運営審議会委員）●菊池
文江（中央公民館五台分館運営審議会委員）●仲田昭一（中央公民館芳野分館運営審議会委員）●根本弘木
／片岡忠男／中�政長／市毛勇（中央公民館木崎分館運営審議会委員）●宇佐見惠子／海老根康夫（中央公
民館瓜連分館運営審議会委員）●稲田和夫／寺門茂（スポーツ推進員）

第７回 那珂市教育振興大会第７回　那珂市教育振興大会第７回　那珂市教育振興大会



１０

■茨城県知事表彰

●永年勤続功労章を授与する職団員（３０年以上）

消防団第６分団第２部班長　広島勇／消防本部消
防司令　後藤洋治／同　山田三雄／同　飛田弘巳
／同消防司令補　鈴木幸一
●永年勤続功労章を授与する職団員（２０年以上）

消防団第９分団第１部部長　井坂旭／同第４分団
第２部団員　片岡淳／同　根本一志／同第７分団
第１部団員　渡邊道男／同第８分団第３部団員　
鈴木積

■茨城県消防協会長表彰

●優良分団表彰　消防団第３分団
●永年勤続消防職団員妻女に対する表彰

消防団第６分団第２部班長　広島勇妻女　広島文江
／消防本部消防司令　後藤洋治妻女　後藤代志子
／同　山田三雄妻女　山田美智子／同　飛田弘巳
妻女　飛田菊代／同消防司令補　鈴木幸一妻女　
鈴木久美子
●勤続功労章を授与する団員（３０年以上）

消防団第６分団第２部班長　広島勇
●優良消防職員表彰

消防本部消防司令　後藤健仁／同消防司令補　寺門薫
■那珂市消防団長表彰

●感謝状を授与する団員（ポンプ車操法の部）

消防団第４分団第１部
（部長　中井川寛／班長　初瀬剛／団員　仲田勉
／小池道雄／堀口重己／吉澤国祐）
●感謝状を授与する団員（小型ポンプ操法の部）

消防団第４分団第２部
（団員　袴�和彦／木村有一／寺門悟史／根本一
広／前澤賢司）

　任期満了（２月１２日）に伴う小宅近昭那珂市長の退任式が
２月９日、市役所５階会議室で行われました。式には市議会
議長をはじめ副議長、市職員など約１００人が出席し、那珂市誕
生からの約６年間、さらには旧那珂町長としての功績と労を
ねぎらい、退任を惜しみました。
　小宅市長は、退任にあたり「新しいまちづくりを進めてい
ただくことを期待しております。今後は一市民として那珂市
の発展のために尽くしていきたい」とあいさつを述べました。
寺門副市長からは「市長の事績は那珂市の自治進展の歴史。
県内においても群を抜いてすばらしく言葉には言い尽くせな
いものがあります」と感謝の言葉がおくられ、感謝状と目録
が手渡されました。

平成７年２月　第１１代那珂町長就任
平成１１年２月　第１２代那珂町長就任
平成１５年２月　第１３代那珂町長就任
平成１７年１月　初代那珂市長に就任（１期目）
平成１９年２月　第２代那珂市長に就任（２期目）

�������	
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　１月１０日に開催された平成２３年那珂市消
防出初式において、永年勤続功労者や、優
良分団の表彰が行われました。ここでは、
表彰、感謝状を受けたかたをご紹介します。

�������	
���
表彰、感謝状を受けたかた（敬称略）



広報なか３月号１１

　

１
月　

日
、
茨
城
県
庁
で
平
成　

１９

２２

年
度「
茨
城
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
」

が
開
催
さ
れ
、
市
内
で
は
、
７
人
の

か
た
が
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
農
林

業
セ
ン
サ
ス
に
通
算　

回
従
事
し
、

１１

そ
の
他
国
勢
調
査
等
に
従
事
し
た
小

澤
悟
さ
ん
（
向
山
）
が
農
林
水
産
大

臣
表
彰
、
各
種
統
計
調
査
に　

回
以

１６

上
従
事
し
て
き
た
小
野
寺
紘
一
さ
ん

（
門
部
）
と
薗
部
明
さ
ん
（
鴻
巣
）

が
茨
城
県
知
事
表
彰
、
同
じ
く
永
年

各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
て
き
た
綿

引
秀
夫
さ
ん
（
後
台
）、
小
関
満
さ
ん

（
瓜
連
）、
根
本
光
男
さ
ん
（
中
台
）、

滑
川
宣
子
さ
ん
（
戸
）
が
茨
城
県
統

計
協
会
総
裁
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

数
々
の
統
計
調
査
に
携
わ
り
、
そ
の

普
及
高
揚
に
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■薗部　明さん
 （鴻巣）

■綿引　秀夫さん
 （後台）

■小関　満さん
 （瓜連）

■根本　光男さん
 （中台）

■滑川　宣子さん
 （戸）

■小澤　悟さん
 （向山）

■小野寺　紘一さん
 （門部）
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����������������	
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　那珂聖苑における公害未然防止のため、那珂聖苑周
辺環境整備対策協議会との公害防止協定に基づき、次
のとおり調査結果を公表します。

結　果協定基準値項　目

０．２９ppm　　１ppm以下ア ン モ ニ ア

０．００１ppm未満０．００２ppm以下メチルメルカプタン

０．０１ppm未満０．０２ppm以下硫 化 水 素

０．００１ppm未満０．０１ppm以下硫 化 メ チ ル

０．００１ppm未満０．００９ppm以下二 酸 化 メ チ ル

０．０００５ppm未満０．００５ppm以下ト リ メ チ ル ア ミ ン

０．０１ppm　　０．０５ppm以下ア セ ト ア ル デ ヒ ド

０．００１ppm未満０．０５ppm以下プロピオンアルデヒド

０．００１ppm未満０．００９ppm以下ノルマルブチルアルデヒド

０．００１ppm未満０．０２ppm以下イソブチルアルデヒド

０．００１ppm未満０．００９ppm以下ノルマルバレルアルデヒド

０．０００５ppm未満０．００３ppm以下イソバレルアルデヒド

０．０１ppm未満０．９ppm以下イ ソ ブ タ ノ ー ル

０．０１ppm未満３ppm以下酢 酸 エ チ ル

０．０１ppm未満１ppm以下メチルイソブチルケトン

０．１ppm未満１０ppm以下ト ル エ ン

０．０５ppm未満０．４ppm以下ス チ レ ン

０．１ppm未満１ppm以下キ シ レ ン

０．００１ppm未満０．０３ppm以下プ ロ ピ オ ン 酸

０．０００２ppm未満０．００１ppm以下ノ ル マ ル 酪 酸

０．０００２ppm未満０．０００９ppm以下ノ ル マ ル 吉 草 酸

０．０００２ppm未満０．００１ppm以下イ ソ 吉 草 酸

悪臭（排気筒出口）

●測定日：平成２２年１０月６日

結果協定基準値項　目

０．００１g/m３N未満０．０１g/m３N以下ば い じ ん

１０ppm未満３０ppm以下硫 黄 酸 化 物

２３ppm１００ppm以下窒 素 酸 化 物

５０ppm未満５０ppm以下塩 化 水 素

０．３３ng-TEQ/m３N１ng-TEQ/m３N以下ダイオキシン類

排出ガス（排出筒出口）

問い合わせ
那珂聖苑　�３５２－００７３

�������	
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市
か
ら
の
支
援
策
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
を
考
え

て
お
り
ま
す
。

■
活
動
拠
点
の
整
備
・
提
供

　

地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
や
市
民
活
動
団
体
が
活
動
拠

点
と
す
る
施
設
を
整
備
、
確
保
し
ま
す
。

■
活
動
情
報
の
提
供　

　

必
要
な
助
成
制
度
を
始
め
と
す
る
様
々
な
情
報
を
収
集

し
提
供
す
る
機
能
を
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
備
え
ま

す
。

■
人
材
の
育
成
確
保

　

自
治
活
動
・
市
民
活
動
参
加
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
や

指
導
者
育
成
に
か
か
る
研
修
会
や
各
種
講
座
・
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

■ 
助
成
制
度
の
充
実

①
自
治
会
や
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
な
ど
市
民

自
治
組
織
へ
の
一
括
交
付
金

　

こ
れ
ま
で
市
の
各
部
署
か
ら
支
出
し
て
い
た
各
地
域

問
い
合
わ
せ

市
民
協
働
課
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
６
３
・
２
６
５
）
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�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

�
��

�

へ
の
補
助
金
・
交
付
金
を
可
能
な
限
り
整
理
統
合
し
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
一
括
交
付
金
を
創
設
し
、
交
付
金
を

自
治
会
や
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
裁
量
に
よ
る
使

い
道
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
課
題
解
決
に
結
び
つ
き

や
す
く
な
る
よ
う
に
運
営
・
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

②
市
民
活
動
支
援
事
業
補
助
金
（
提
案
型
・
設
立

準
備
）

　

地
域
の
課
題
解
決
に
結
び
つ
く
公
益
性
の
高
い
事
業

提
案
の
促
進
や
団
体
の
活
動
基
盤
の
整
備
の
た
め
、
市

民
活
動
支
援
事
業
補
助
金
を
創
設
し
、
市
民
自
治
組
織

お
よ
び
市
民
活
動
団
体
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

③
市
民
活
動
補
償
制
度

　

市
民
自
治
組
織
や
市
民
活
動
団
体
の
か
た
の
市
民
活

動
中
の
事
故
や
ケ
ガ
に
対
し
て
、
市
が
保
険
料
を
負
担

す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
市
民
活
動
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
支
援
し
ま
す
。

■
地
域
担
当
職
員
制
度

　

本
年
度
か
ら
導
入
し
て
い
る
地
域
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー

ト
職
員
が
、
新
た
な
組
織
に
よ
る
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
軌

道
に
乗
る
よ
う
に
、
市
と
の
連
絡
調
整
や
運
営
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。　
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平
成　

年　

月
に
市
が
策
定
し
ま
し
た
「
那
珂
市

２１

１２

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
」、
昨
年
３
月
に
制
定
し

ま
し
た
「
那
珂
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
基
本
条

例
」、「
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
」
は
、
那

珂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

�

�
�

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
と
そ
の
回
答
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
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那
珂
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
１
８
）

問い
合わせ

は 
い 

Ｑ　

貸
主
負
担
？　　
　
借
主
負
担
？

or

Ａ　

修
繕
費
用
に
つ
い
て
は
、
経
年
劣
化
、

通
常
の
使
用
な
ど
に
よ
る
損
耗
等
に
つ
い

て
は
家
賃
に
含
む
と
し
、
そ
れ
以
上
の
借

主
に
よ
り
生
じ
た
損
耗
は
借
主
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
土
交
通
省
で
は
契
約
や
退
去

時
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
、
円
満

な
解
決
の
た
め
に
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
貸

主
、
借
主
双
方
が
理
解
す
べ
き
一
般
的
な

ル
ー
ル
を
示
し
て
い
ま
す
。
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春
は
進
学
・
就
職
・
転
勤
な
ど
に

伴
う
転
居
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
新
生

活
に
向
け
、
好
ス
タ
ー
ト
が
き
れ
る

よ
う
、次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

貸
主
と
借
主
で
の
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
が
難
し
い
と
き
は
、
裁
判
所
に
お
け
る

民
事
調
停
手
続
き
や
少
額
訴
訟
手
続
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
管
轄
の
簡
易
裁
判
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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○
建
物
、設
備
等
の
自
然
的
な
劣
化
、損
耗
等（
た
た
み
、ク
ロ
ス
、床

材
等
の
変
色
、設
備
機
器
の
通
常
使
用
に
よ
る
故
障
等
）

○
借
主
の
通
常
の
使
用
に
よ
り
生
じ
る
損
耗
等（
家
具
の
設
置
跡
、ク

リ
ー
ニ
ン
グ
で
除
去
で
き
る
程
度
の
ヤ
ニ
、電
気
製
品
に
よ
る
電

気
や
け
等
）

○ 
借
主
の
故
意
・
過
失
、善
管
注
意
義
務
違
反
、そ
の
他
通
常
の
使
用

を
超
え
る
よ
う
な
、使
用
に
よ
る
損
耗
等（
引
越
し
作
業
で
生
じ
た

引
っ
か
き
傷
、通
常
の
清
掃
等
）
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家
主
や
不
動
産
の
立
会
い
を
求
め
、
汚

れ
、
破
損
の
有
無
を
確
認
し
て
、
入
居
者

が
す
べ
き
修
繕
義
務
の
有
無
、
範
囲
を
契

約
に
基
づ
い
て
話
し
合
い
、
合
意
し
た
内

容
を
記
録
に
残
し
て
お
き
ま
す
。

　

修
繕
費
用
の
明
細
に
つ
い
て
連
絡
が
来

た
ら
、
立
会
い
の
時
に
確
認
し
た
内
容
と

合
っ
て
い
る
か
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

納
得
で
き
な
い
点
が
あ
れ
ば
、
貸
主
や

管
理
会
社
に
連
絡
を
取
り
、
説
明
を
求
め

ま
し
ょ
う
。
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荷
物
を
運
び
込
む
前
に
、
キ
ズ
や
汚
れ

が
な
い
か
確
認
し
、
日
付
入
り
で
、
写
真

な
ど
に
記
録
し
て
お
く
の
も
お
勧
め
で

す
。
ま
た
、「
入
居
時
の
物
件
状
況
確
認

書
」
を
作
成
す
る
と
、
原
状
回
復
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
上
で
役
立
ち
ま

す
。
貸
主
が
立
会
い
の
上
、
十
分
に
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
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署
名
、
押
印
す
る
前
に
、
敷
金
、
原
状

回
復
義
務
の
内
容
、
特
約
条
項
を
確
認
の

上
、
納
得
す
る
ま
で
説
明
を
求
め
て
か
ら

契
約
を
結
び
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
原
状
回

復
義
務
の
範
囲
や
内
容
、
明
け
渡
し
時
の

清
掃
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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候
補
を
絞
り
込
ん
だ
上
で
、
契
約
前
に

現
地
に
行
き
、
自
分
の
目
で
間
取
り
や
設

備
、
周
辺
環
境
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

�

�
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Ｑ　
「
原
状
回
復
義
務
」っ
て
全
部
元
通
り
に

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
？

Ａ　
「
原
状
回
復
」と
は
借
主
が
借
り
た
状
態

に
戻
す
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
借
主
の

故
意
・
過
失
等
に
よ
り
生
じ
た
通
常
の
使

用
を
超
え
る
損
耗
の
修

繕
費
用
で
す
。
通
常
の

使
用
に
よ
る
自
然
損
耗

や
経
年
劣
化
は
家
賃
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
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２
月
５
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

ぽ
ー
る
で
、
女
性
学
研
究
家
の
田

嶋
陽
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て

「 
男 
と 
女 
輝
い
て
生
き
る
講
演
会
」

ひ
と 

ひ
と

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
嶋
さ
ん
は
、
法
政
大
学
教
授

や
参
議
院
議
員
を
務
め
ら
れ
た
経

験
を
持
つ
ほ
か
、
テ
レ
ビ
に
も
活

躍
の
場
を
広
げ
、
数
々
の
人
気
番

組
に
加
え
、
海
外
の
メ
デ
ィ
ア
に

も
多
数
出
演
し
ま
し
た
。

　

満
員
の
会
場
は
、
田
嶋
さ
ん
の

歌
と
お
話
に
引
き
込
ま
れ
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月　

日
、　

日
に
木
崎
小
学

１３

１４

校
北
側
の
山
林
で
、道
路
に
面
し
た

樹
木
の
枝
払
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
木
崎
第
５
区
の
か
た
が

た
約　

人
が
集
ま
り
、
伐
採
、
枝

７０

払
い
、
倒
木
の
切
断
、
片
付
け
な

ど
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
作
業

を
行
い
、
約
２
０
０
ｍ
に
渡
っ
て

道
路
を
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
た
枝

は
、
き
れ
い
に
除
か
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
は
、
年
次
計
画

を
立
て
て
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
自
治
会
制
移
行
へ
の
基
盤

が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
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月　

日
、
中
央
公
民
館
で

１２

１８

ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ス
公
開
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ナ
ー
講

師
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
佐
藤
美
代
子
氏
を
迎

え
、
好
感
を
も
た
れ
る
美
し
い
マ

ナ
ー
、
立
居
振
る
舞
い
、
美
し
い

歩
き
方
を
音
楽
に
合
わ
せ
レ
ッ
ス

ン
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た　

人
の
皆
さ
ん
は
、

５２

実
際
に
体
験
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、

体
と
心
の
お
し
ゃ
れ
で
自
分
を
磨

き
、
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
す
る
秘
訣
を

学
び
ま
し
た
。

　

第
２
回
那
珂
市
民
吹
奏
楽
団
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
、　

月
１２

　

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

２３で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
那
珂
二

中
吹
奏
楽
部
と
合
同
で
の
演
奏
と

な
り
、
銀
河
鉄
道
９
９
９
や
、
ミ
ッ

キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ
、
演
歌
メ
ド

レ
ー
な
ど
、
幅
広
い
年
代
層
に
好

ま
れ
る
曲
目
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

演
奏
会
の
合
間
に
は
ク
リ
ス
マ

ス
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
子
ど
も
た

ち
が
喜
ん
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
ち

帰
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
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広報なか３月号１５
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那
珂
市
体
育
協
会
主
催
の
、
少

年
少
女
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

教
室
が
１
月
３
日
か
ら
４
日
ま
で

た
か
つ
え
ス
キ
ー
場
（
宿
泊：

　
７８

人
参
加
）
で
、
同
じ
く
１
月　

日
に

１５

は
裏
磐
梯
ス
キ
ー
場
（
日
帰
り：

　

人
参
加
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

５９当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
日
和
の
中
、

最
初
は
緊
張
し
て
体
が
動
か
な
い

子
ど
も
た
ち
も
、
時
間
が
経
つ
に

つ
れ
て
ど
ん
ど
ん
上
達
。
ま
た
、

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
元
気

い
っ
ぱ
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。
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回
目
を
迎
え
る
消
防
職
員
意

３４
見
発
表
会
が　

月　

日
、
総
合
セ

１２

１８

ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
で
開
催
さ
れ
、

消
防
職
員
が
、
日
頃
の
職
務
を
通

じ
て
感
じ
た
こ
と
や
命
の
大
切
さ

な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
は
「
地
域
を
大
切

に
家
族
を
大
切
に
」
と
題
し
て
、

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
地
域
防
災

に
つ
い
て
の
重
要
性
を
訴
え
た
東

消
防
署
の
川
野
美
希
消
防
副
士
長

が
受
賞
。
２
月　

日
に
開
催
さ
れ

２２

た
全
国
消
防
職
員
意
見
発
表
茨
城

県
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

　

樹
木
で
覆
わ
れ
て
薄
暗
く
、
枝

が
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
歩
道
が
通

学
路
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
し

て
、
杉
区
の
地
域
の
か
た
、
い
ば

ら
き
森
林
ク
ラ
ブ
の
か
た
が
、
県

道　

号
沿
い
の
杉
地
区
内
に
あ
る

３１
林
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
に
は
樹
木
の
間
伐
、
枝
打

ち
の
ほ
か
、
林
内
に
不
法
投
棄
さ

れ
た
ゴ
ミ
（
計
１
２
５
０
�
）
も

回
収
す
る
な
ど
、
昨
年
９
月
か
ら

行
わ
れ
た
皆
さ
ん
の
地
道
な
活
動

に
よ
り
、
安
心
し
て
通
行
で
き
る

光
の
差
す
歩
道
と
な
り
ま
し
た
。
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２
月　

日
、
平
成　

年
度
茨
城

１０

２２

県
農
村
青
少
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

績
発
表
会
で
、
海
野
浩
行
さ
ん

（
鴻
巣
）
の
意
見
発
表
「
板
前
か
ら

普
通
作
農
家
へ
転
向
」
が
、
最
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

板
前
か
ら
普
通
作
農
家
に
転
向

し
て
６
年
に
な
り
、
現
在
は
集
団

転
作
等
を
中
心
に
農
業
の
担
い
手

と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
海
野
さ

ん
は
、
今
年
７
月
に
開
催
さ
れ
る

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
農
村
青
少
年
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
績
発
表
会
に
出
場
し

ま
す
。
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１６

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，７２１人

　（平成２３年１月末現在・
 前月比５人増加）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億６，４０２万円

　（平成２３年１月・
 前月比１，１０４万円減少）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

１月１５日～２月１４日（敬称略）

�����

�������	�
��

益子　榮子 １０，０００円
野木　利三郎 １０，０００円
切手・テレカボランティアポピー
 ９，５００円
萩野谷　一二 １００，０００円
滑川　順一 １０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

� 人の動き �

那珂市の人口（２月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，６１４人 （＋３）
　女　　　２８，４７３人 （－１）
　計　　　５６，０８７人 （＋２）
世帯数　　２０，９２６世帯 （＋９）

○出生　３３人
○死亡　４８人

（１月１日～３１日）

■市税の納付は口座振替で
市税の納付には、便利で安心確実な「口座振替」
をご利用ください。

●手続方法／市内の金融機関・郵便局には、那珂市
専用の「市税等口座振替依頼書」が用意してあり
ますので、預貯金通帳、届け出印鑑を用意して、
口座振替を行う各金融機関・郵便局（ゆうちょ銀
行）の窓口で申し込み手続きをしてください。

●振替開始／口座振替の登録が完了すると、市から
「口座振替開始通知」のはがきを送付します。

口座振替が開始されるまでには、金融機関での申
し込み手続き後、１～２か月かかりますので、余
裕をもって手続きをしてください。

※現在、市県民税、固定資産税・都市計画税の口座
振替を申し込まれているかたで、「口座振替区分
（期別振替・全期前納振替）の変更」をご希望の
かたは、市役所（本庁）収納課の窓口で、「市税口
座振替区分変更届」の手続きを３月中に行ってく
ださい。

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

４期３期２期１期市県民税（普通徴収）

４期３期２期１期固定資産税・都市計画税

全期軽自動車税

８期７期６期５期４期３期２期１期国民健康保険税（普通徴収）

８期７期６期５期４期３期２期１期後期高齢者医療保険料（普通徴収）

６期５期４期３期２期１期介護保険料（普通徴収）

■平成２３年度市税等の納期のおしらせ

※固定資産税は償却資産を含みます。
※各納期限は月の末日（１２月は２６日）です。ただし、納期限が土・日曜日、祝日に当たるときはその翌日となります。

問い合わせ／市収納課収納Ｇ　�２９８－１１１１内線１７４・１７５

土金木水火月日

２１
９８７６５４３
１６１５１４１３１２１１１０
２３２２２１２０１９１８１７
３０２９２８２７２６２５２４

休館日
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広報なか３月号１７

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／４月６日（水）、１３日（水）
　　　　　２０日（水）、２７日（水）
　　　いずれも９：００～１５：００
場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

　毎年、農作業が盛んになる４月から
９月にかけて、用水路やため池は水位
が高くなるため、子どもたちには大変
危険な場所です。
　痛ましい事故を防ぐため、「遊ばな
い」「遊ばせない」「近寄らない」の３
原則を守りましょう。
問い合わせ／

茨城県農村計画課　�３０１－４１４２

　このところの少雨により、久慈川が
渇水の状況になっています。皆様のご
家庭でも、炊事や洗濯の際には、節水
にご協力をお願いします。
問い合わせ／

市水道課（瓜連支所）　�２９６－１９４１

　県では関係機関と協力し、不正栽培
および自生の大麻、けしの撲滅を目指
しています。大麻、けしを発見した場
合は、最寄の保健所、警察署または県
薬務課までご連絡ください。
　ご協力をお願いします。
問い合わせ／

茨城県薬務課　�３０１－３３８８

心配ごと相談

３日　小野瀬医院 （後台）
�２９５－２２２１

１０日　慶和病院 （鴻巣）
�２９５－５１２１

１７日　岡田クリニック （後台）
�２７０－８１８８

２４日　小豆畑病院 （菅谷）
�２９５－２６１１

２９日　塙内科消化器科 （後台）
�２９５－２１１０

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください。
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい。 

�������	

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

日時／４月２６日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階　相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に予約してください。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

法律相談

節水にご協力を

あぶない！用水路・ため池で
遊ばないで！

不正大麻・けし撲滅運動

�������

�������	
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　平成２２年茨城県市町村広報コン
クールにおいて、「広報なか」平
成２２年８月号２～３ページが組み
写真の部で入選しました。
　今後も市民の皆さんに親しまれ
る「広報なか」を目指して紙面作
成にあたっていきます。

■入選「平成２２年８月号」



１８

　芳野小学校の校歌は作詞が与田凖一氏（１９０５～１９９７）、
作曲が細谷一郎氏（１９０４～１９９１）で昭和４２年（１９６７）に
作られました。細谷さんは、那珂市鴻巣の出身で芳野小
学校の卒業生であり、「たかい　たかい」など多くの曲を
残しており、世界的にも知られた作曲家です。細谷さん
と親交のあった与田さんは、「小鳥の歌」などで知られる
高名な児童文学者です。この校歌の直筆は、細谷さんの
ために与田さんが筆をとられたもので、これまで細谷家
に大切に保存されてきました。
　この度、ご遺族をとおして那珂市に寄贈していただき
ました。今後は、歴史民俗資料館で保管し、展示などを
とおして皆さんに紹介していきます。また、戸多小学校
の校歌もお二人の作詞・作曲です。細谷さんは、このほ
か那珂市立第一、第三中学校および瓜連中学校の校歌も
作曲されています。

Cook
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■作り方

①玉ねぎ、ベーコンは７～８�、ニンニクは薄切りにする。ゴボウ
は小口切りにし水にさらした後水切りする。
②鍋に油を温め①を炒める。玉ねぎが透き通ってきたらＡを加え
る。沸騰したらアクをとり蓋をして弱火で１０分煮る。
③塩、こしょうで味をととのえてパセリのみじん切りを加える。

塩・こしょう ………… 少々
パセリみじん切り …… 少々

�������

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

■きんぴら、豚汁、柳川等和食のイメージ
の強いゴボウですが、洋風にしてもおい
しく食べることができます。ゴボウの風
味とベーコンが意外な相性で、コクのあ
るスープになります。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

額田南郷（高齢食部会）

白�　繁子さん

�������	
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��
�

■歴史民俗資料館に掲げられた校歌額

歴
史
民
俗
資
料
館

（
那
珂
総
合
公
園
内
）

�
２
９
７
・
０
０
８
０

　本米崎にある築８０年の古民家で料理店を営
む海老澤昌俊さん（本米崎）は、店舗の敷地
内にある蔵を改装して本米崎出身の日本画
家、 佐  川  華  谷 （１８６７～１９４６）の作品を展示し

さ がわ か こく

ています。ギャラリーには、富士山を描いた
掛け軸や、屏風などが所狭しと並んでいま
す。海老澤さんは「郷土が生んだ偉大な先人
を後世に伝える」との思いで華谷の作品を集
め始めました。最近では、横浜にお住まい
の、華谷のひ孫にあたる女性が、海老澤さん
の取り組みを知って訪ねてきたそうです。
　今後について海老澤さんは「華谷の存在が
広まれば、村おこしにもつながる。１人でも
多くの人に華谷のことを伝えていきたい」と
力を込めて話していました。

��������	
�

■材料（４人分）

　ゴボウ ………………… １２０ｇ　　　　
　玉ねぎ ………………… １００ｇ（１／２個）
　ベーコン ……………… ２枚　　　　
　サラダ油 ……………… 大さじ１／２　　
　固形スープの素 ……… １個　　　　
　水 ……………………… ３カップ　　

�
�
�
Ａ

問い
合わせ



広報なか３月号１９

中
台 

大
森　
　

心
結 

則
男

菅
谷 

竹
江　
　

紬 

正
和

菅
谷 

渡
邊　
　

結
斗 

進
一

門
部 

澤
幡　
　

充
輝 

武
見

菅
谷 

黒
澤　
　

奈
央 

孝
志

菅
谷 

高
橋　
　

悠
人 

裕
一

鴻
巣 

小
林　
　

幸
愛 

泰
範

杉 

綿
引　
　

大
和 

和
雄

飯
田 

大
森　
　

天
馬 

章
弘

静 

黒
澤　
　

史
智 

雅
門

後
台 

黒
澤　
　

朔
弥 

明

中
台 

石
井　
　

晴
也 

潤

福
田 

佐
野　
　

真
奈
翔 

政
行

中
台 

齋
藤　
　

瑛
太 

伸
之

豊
喰 

鈴
木　
　

優
月
姫 

飛
輝

南
酒
出 

鈴
木　
　

汐 

正
寿

菅
谷 

潮
田　
　

颯
生 

伸
一

東
木
倉 

玉
井　
　

寧
々
花 

雄
三

住
所　
　
　

氏
名 

年
齢

菅
谷 

金
澤　
　

弘
志 

　

歳
８２

菅
谷 

海
野　
　

千
代
江 

　

歳
８０

鴻
巣 

會
澤　
　

宣
子 

　

歳
８１

下
大
賀 

�
澤　
　

ミ
ツ
子 

　

歳
８２

福
田 

笹
島　
　

力 

　

歳
８５

菅
谷 

川
嶋　
　

久
美
子 

　

歳
４２

菅
谷 

木
戸
田　

き
く 

　

歳
９３

瓜
連 

栗
�　
　

清 

　

歳
９１

鴻
巣 

阿
部　
　

秀
男 

　

歳
６２

飯
田 

�
野　
　

た
ま 

　

歳
９７

鴻
巣 

細
谷　
　

操 

　

歳
８６

瓜
連 

石
川　
　

� 

　

歳
８１

横
堀 

山
�　
　

悟 

　

歳
８０

豊
喰 

坂
本　
　

充 

　

歳
８４

平
野 

倉
田　
　

文
子 

　

歳
９１

瓜
連 

�
野
谷　

� 

　

歳
９０

津
田 

蓮
田　
　

勇 

　

歳
８４

下
大
賀 

寺
門　
　

ふ
じ
江 

　

歳
８０

杉 

大
森　
　

正
雄 

　

歳
５８

菅
谷 

佐
々
木　

良
一 

　

歳
７１

東
木
倉 

後
藤　
　

篤
彦 

　

歳
７１

戸
崎 

小
林　
　

長
壽 

　

歳
７６

戸
崎 

古
田
土　

榮
子 

　

歳
７８

門
部 

海
野　
　

進
一 

　

歳
８５

横
堀 

大
�　
　

正
一 

　

歳
８６

下
江
戸 

石
�　
　

セ
ツ
子 

　

歳
７９

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

大
津　
　

美
菫 

干
城

門
部 

佐
藤　
　

千
明 

信
洋

菅
谷 

山
�　
　

紗
良 

勇
人

鴻
巣 

軍
司　
　

愛
果 

勝
也

菅
谷 

関　
　
　

結
愛 

祐
也

菅
谷 

�
橋　
　

莉
緒 

栄

津
田 

石
川　
　

美
羽 

慎
吾

菅
谷 

後
藤　
　

柚
稀 

敦

菅
谷 

安
井　
　

美
絢 

達
徳

菅
谷 

石
田　
　

珠
生 

学
海

門
部 

和
地　
　

佑
晟 

昭
典

門
部 

和
地　
　

快
晟 

昭
典

菅
谷 

外
岡　
　

柚
奈 

重
徳

鴻
巣 

小
田
木　

瑛
太 

敏
幸

菅
谷 

伏
見　
　

羚
飛 

浩
一

�
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�
�
�

�

�
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�
�
�
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�
�
�
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�
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�
�
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南
酒
出 

桐
原　
　

ま
さ 

　

歳
９２

菅
谷 

飛
田　
　

信
夫 

　

歳
６８

菅
谷 

檜
山　
　

� 

　

歳
８４

中
台 

冨
山　
　

豊 

　

歳
９３

飯
田 

小
田
倉　

文
子 

　

歳
８７

杉 

大
森　
　

ふ
み
子 

　

歳
９６

門
部 

勝
山　
　

あ
さ 

　

歳
９１

菅
谷 

石
川　
　

長
光 

　

歳
７３

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

氷
瀑
へ
洩
ら
す
ひ
と
こ
と
独
り
ご
と 

眞　

�　

一　

耕

残
雪
や
呑
め
ば
酢
っ
ば
し
温
泉
の
湯 

堀　

口　

白　

流

月
光
に 
目
映 
く
香
る
臥
竜
梅 

井　

坂　

光　

位

ま
ば
ゆ

下
萌
え
の
俄
か
に
は
ら
む
旅
ご
こ
ろ 

長
谷
川　

和
希
子

奥
飛
騨
や
軒
に
氷
柱
の
峠
口 

秋　

野　

三　

峰

散
策
の
大
足
子
足
山
笑
う 

萩
野
谷　

ヨ
シ
子

た
ん
ぽ
ぽ
の
根
太
々
と
石
を
噛
む 

木　

内　

晴　

絵

 
淑 
や
か
さ
な
く
し
て
成
田
の 
福  
豆 
拾
い 

堀　

口　

泉　

流

し
と 

ま 

め

霜
柱
ひ
か
り
瞬
時
の
陽
に
耐
え
る 

栗　

原　

三　

枝

落
ち
葉
か
く
手
に
新
し
き
命
ふ
れ 

飯　

島　

カ
チ
子

事
始
め
鍬
も
て
拝
む
道
祖
神 

鈴　

木　

三　

風

老
い
て
な
お
声
張
り
上
げ
る
福
は
内 

栗　

原　

冨　

久

我
が
家
の
歴
史
を
語
る
梅
古
木 

塙　
　
　

静　

風

【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会

【短　歌】ときわ短歌会　　片岡明選

冠
雪
の
富
士
に
朝
陽
の
射
し
来
る
を
夫
と
待
ち
た
り
初
春
の
宿 

や
ま
と
ち
ず
る

鎌
を
振
り
夏
を
奢
り
し 
蟷  
螂 
の
武
器
の
失
せ
果
て
枯
葉
に
埋
も
る 

赤　

塚　

満　

夫

か
ま 
き
り

飛
ぶ
夢
を
み
な
く
な
り
て
は
角
部
屋
に
冬
枯
れ
の
道
見
つ
つ
過
ご
さ
む 

川　

上　

恵
美
子

ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
に
写
り
し
顔
に
驚
き
て
信
号
待
ち
に
化
粧
を
な
せ
り 

武　

田　

八
重
子

う
る
さ
い
な
右
と
左
に
座
り
て
も
同
じ
車
内
の
携
帯
電
話 

梅　

沢　

悦　

子

食
む
こ
と
の
楽
し
さ
老
い
て
も「
今
晩
の
メ
イ
ン
は
何
か
」夫
の
問
い
く
る 

山　

屋　

勝　

代

豆
腐
屋
の
ラ
ッ
パ
の
音
色
消
え
さ
り
て
住
み
に
し
長
屋
は
更
地
と
な
れ
り  

仲　

沢　

照　

美

久
々
に
水
遣
り
せ
ん
と
立
つ
庭
の
氷
り
し 
如
雨
露 
ひ
か
り
を
反
す 

海　

野　

宏　

幸

じ 
ょ 
う 
ろ

峡
の
田
を
見
下
ろ
す
丘
の
端
近
く
農
一
筋
の
父
は
眠
れ
り 

草　

野　
　
　

豊

数
百
の 
小 
さ
き
ラ
ン
タ
ン
点
す
が
に
弁
慶
草
咲
く
冬
の
書
斎
に 

加　

藤　
　
　

要

ち

�
�
�
�

　

広
報
な
か
２
月
号
�　

に
誤
り
が
あ
り

７３

ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

お
め
で
た

　
　　

住
所　
　

出
生
児
氏
名　
　

届
出
人

（
正
）
本
米
崎　

海
老
澤　

郁
子　

康
徳






